
後世に遺したい和歌山の自然

オオカラスウリ

自然博物館の第２展示室では「後世に遺したい和歌山の自然」として県内に生息・
生育する動植物を展示しています。特に、話題のコーナーでは、標本や画像といった
新着資料を中心に紹介しています。
このたび、紀伊半島を東限とする植物、オオカラスウリの標本を展示します。

１ 展示名称 オオカラスウリ

２ 展示場所 第２展示室話題のコーナー

３ 展示期間 令和４年３月２３日（水）～５月８日（日）

４ 展 示 品 標本３点、パネル10点、文献３点

【オオカラスウリについて】
国内では、近畿、四国、九州、琉球列島に分布

します。里山で普通にみられるカラスウリに比べ
て果実が大きく、種子の形も異なります。
本州では稀な植物で、過去に淡路島、友ヶ島で

の自生が報告されていましたが、和歌山市や由良
町でも発見され、標本が自然博物館に寄贈されま
した。
紀伊半島は本種の分布の東限にあたり、生育地

も限られていることから和歌山県のレッドデータブックでは絶滅危惧ⅠB類に選定さ
れています。
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